
中学校の事例
平成18年度 コンピュータ教育開発センター

産業協力情報授業から
テーマ「自分だけの地図作り」

―ＧＩＳ、ＧＰＳ、携帯電話による情報の利活用―
副題「通学路探検マップ」

2006年11月9・16・ 12月７
2007年1月1１・18・25 2月8・15 ※公開授業
時間 １３：０５～１５：０５
実施場所： 大阪教育大学附属池田中学校
対象者： ２年生40名×4クラス（全８日間）

他 追手門学院大手前中学校でも１１月１７日・１月１９日実施



携帯電話での入力項目





一番素敵な場所
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池田中学周辺の写真（全体）



全体での危険な場所（ふたがなく危険）



全体での危険な場所（危なそうな場所）



お気に入りの場所（サボテン）



お気に入りの場所（ポンタクロース）



一番危険な場所



過去の忌まわしい事件以来、大阪教育大学では学校
危機メンタルサポートセンターを設置して総勢３０名体
制で医師、警察、学校、地域などから専門家を配して
安全教育活動を全国の小・中・高に実施している。

ＧＩＳ総合研究所では

「気づき」に着目した活動として、情報技術を使い地域
の自然観察をしながら危険・要注意箇所を知る体験学
習を行なう授業を総合学習として継続。この学習を通
して犯罪抑止のための危機意識、危機管理の教育的
効果を検証し、持続可能な連携の仕組みづくり、デー
タ蓄積の手法を確立させ、目標とする安全・安心ので
きる地域社会環境の再構築を目指す。

今後の進め方


